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ノfーベーパレーション CPV) および蒸気透過 CVP) 膜分離は，共沸混合物や近沸点混合物の分離に有効で，蒸留
より省エネルギー的な代替技術である o 著者はその膜分離装置の実用化をめざして，研究を以下のように 3 段階に分
けて実施した。
第 l 段階では，エタノール~水系に対し PDMS 膜およびセルロース膜で基礎実験を実施した。その結果，セルロー
ス膜の方が PDMS 膜よりも総合的な分離性能が高く実用化に適すること，高温の方が透過速度が増加すること， PV 








第 3 段階では，膜分離プロセスの実用性に関し PV と VP の経済性を比較した。実験データより無水化に必要な膜












パーベーパレーション (PV) および蒸気透過 (VP) 膜分離は，共沸混合物や近沸点混合物の分離に有効で，蒸留
より省エネルギー的な代替技術といわれている。著者は PV (VPを含む)膜分離の実用化をめざした研究を実施し
fこ o
膜分離実験では，共j弗点を有するエタノー jレ~水系を選び，分離膜には親油性の PDMS 膜および
ス膜を用いた。その結果，セルロース膜の方が PDMS 膜よりも総合的な分離性能が高く実用化に適すること，高温
の方が透過速度が増加すること， PV の方が VP より透過性には優れるが，分離性能は VP の方が勝ることなどを明
らかにした。さらに，活量を推進力に考えるモデ‘ル式で、分離性能の相関と推算を行い， 2 次圧の影響については高い






最後に，膜分離プロセスの実用性を検討するために，アルコール水溶液の分離について PV と VP の経済性を比較
した。まず実験データに基づき，無水化する場合の必要膜面積を求め，それをもとに PV および VP 膜分離システム
のコストを算出した。その結果として，透過流束の大きく取れる PV の方が VP より必要膜面積が小さく，経済性に








以上のように，本研究は， PV 法と VP 法の膜分離実験を行い， 2 つの分離システムの実用化に関する問題点を把
握するとともに，両システムの経済性に関する新しい知見を得たものであり，博士(工学)の学位論文として価値あ
るものと認める o
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